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平成24年度以降に競争性のある契約に移行予定のもの
(独立行政法人名:港湾空港技術研究所)
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〔記載要領〕
1.本表は、「随意契約見直し計画」の対象となっている契約を対象とすること。

2. 本表は、平成2:許度に締結した契約のうち、平成24~度以降に競争性のある契約への移行予定のものについて、当該契約ごとに記載すること。
3.本表は、「公共調達の適正化についてJ(平成18年8月25日付財計第2017号)記3.の記載方法に準じて記載すること。
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4. r移行困難な事由」欄は、平成22年度に競争性のある契約に移行できなかった事由を記載することとし、「移行予定年限J欄は、平成24年度以降の具体的な移行予定年限(例:平成24年度)を記載
すること。
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